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何を見る？ 
 

 みなさんの活動の様子を見に行った時、同時に授業の様子もよく見させていただいています。ＳＰさん

は、活動の時に授業をたくさん見ることができていると思いますが、その時、何を意識して見ています

か？目の前の子どもたちに一生懸命向き合ってくれていると、なかなかじっくり授業を見たり考えたり

する時間はないかもしれません。ですが、せっかくですから授業についても何か一つ、「今日はここを意

識して見てみよう」と決めて活動に取り組んでみるのもよいかもしれません。教育実習以上に、普段の子

どもたち、普段の学校、普段の授業を見られることがＳＰ活動の良さです。どこをどう見たらよいのか分

からない人は、まずは学習指導要領の解説をよく読んでみることをおすすめします。授業には、毎回“ね

らい”があります。その“ねらい”が何なのか、“ねらい”を達成するために先生方がどんな指導をされ

ているのか、考えるきっかけになると思います。また、その“ねらい”を知っておくと、「自分ならどう

授業をしよう」と考えることもできるでしょう。（これを考えるのが楽しいですよね。）じっくり考える時

間がある大学生の時だからこそできる、最高の学びの時間ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


